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   A spinach loading experiment was performed on 9 normal subjects, 25 outpatients who 
were single calcium oxalate stone formers and 25 recurrent calcium oxalate stone formers. 
The experimental diet contained 445 mg of total oxalate, 163 mg of soluble oxalate and 115 
mg of calcium. Urinary oxalate excretion was observed 2 hrs before and 6 hrs after the ex-
perimental diet was consumed. 
   There was no significant difference in urinary oxalate excretion in preloading urine of 
normal subjects and stone formers.  However, urinary oxalate excretion in postloading urine 
was significantly elevated in stone formers. 
   This loading test is recommended as a simple and valuable screening method of hyper-
absorption of oxalate on outpatients with calcium oxalate stones.
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検 査 当 日
7:00
900
食事は篠酸 およ びカル シウムを





以 後絶 食,水 道水 は可
蓄尿開始



















検 査 前 日の食 事,特 に 夕食 は蔭 酸 お よび カル シ ウム
を 多 く含む ものは 避 け る よ うに 当院 栄 養 室 の協 力 を得
て 充 分 に指 導 した.前 日21:00より絶 食 と し飲 水 は水
道 水 の み可 とし,日 本 茶,コ ー ヒーお よび ジaス な
どはす べ て不 可 と した,検 査 当 日朝7:00に 排 尿 し来
院 させ,9:00に 採 尿 しこ の2時 間 尿 を 負荷 前 尿 と し
た.つ い で ホ ウ レ ン草 を用 い たf酸 負荷 食 を 摂 取 さ
せ,15:00までの6時 間 尿 を 全 量 採 取 しこれ を 負 荷 後
尿 と した.こ の間 の飲 水 も水 道 水 の み可 とし,量 の 制
限 は しなか った(Tablei).
こ の検 査 食 の 内 容 は ホ ウ レン草 の 中華 風 あえ,食 パ
ン,果 物 お よ び ジ ュ ー スで あ り,こ の 中 に は 総 蔭 酸
445mg,水溶 性 蔭 酸163mg,カ ル シ ウ ム115mgが
含 まれ てい る(Table2)。
穆 酸 測 定 はGas-chromatograph法5),カル シ ウム
測 定 はOCPC法 お よび ク レア チ ニ ン測 定 は アル カ リ





































1)負 荷 前2時 間 の尿 中 蔭 酸 量,カ ル シ ウム量 お よ
び尿 量
負 荷 前2時 間 尿 は対 照 群9名,単 発 群16名お よび再
発 群17名に つ い て検 討 した.
平 均 尿 中 蔭 酸 排 泄量 は対 照 群2・58±0.60(SD)mg,
単 発 群2.53±1・29(SD)mgお よ び 再 発 群2.05±
1.05(SD)mgであ り,推 計 学 的に3群 聞 に 有 意 の 差
を 認 め なか った(Fig,1).正常域 を対 照 群 のmean











群17名中1名 が 正 常 城 よ り高 値 を 示 した.
平 均 尿 中 蔭 酸 濃 度43対照45.88±15.84(SD)μ9/
m1,単発 群42・66±21・18(SD)μ9/mlおよび再 発 群
30.42±12.g5(SD)μglmlであ り,対 照 群 に 比 し再
加藤:蔭酸カルシウム結石 ・蔭酸負荷試験
発 群 で有 意 に低 値 で あ った(P<o.05)(Fig.2).















































































発 群10.49±6.95(SD)mgであ り,有 意 の差 を 認
め な か った.ま た 平 均 尿 中 カル シ ウ ム濃 度 は対 照 群
18.18±10.38(SD)mg/dl,単発X15.91±9・04(SD)
mg/dlおよび再 発 群15.64±9,79(sD)mg/d1であ
り,有 意 の 差 を認 め なか った.
平 均 尿 量 は 対 照 群66.6±33.7(SD)ml,単発 群
55.4±21.7(SD)mlおよ び再 発X75.2±39.4(SD)
mlで あ り,再 発 群に 多 い傾 向 が うか が わ れた が3群
間 に 有 意 の 差 を認 め なか った(Fig.3).
2)負 荷 後6時 間 の尿 中 蔭 酸 量,カ ル シ ウム量 お よ
び尿 量
負 荷 後6時 間 尿 は対 照 群9名,単 発 群25名お よび再
発群25名に つ い て 検討 した.
平 均 尿中 修 酸 排 泄 量 は 対 照 群19.53±3.OI(SD)
mg,単 発 群23.39±4.70(SD)mgお よ び 再 発 群
24.73±5.58(SD)mgであ り,推 計 学 的 に単 発 群 お
よ び 再 発 群 が 対 照 群 よ り有 意 に 高 値 を 示 し た(P<
o.Ol)(Fig.4).この 中 で 正 常 域 を 同様 に 対 照 群 の
mean±2SDと した場 合,正 常 域 をxる もの は単
発 群25名中10名お よび再 発 群25名中9名 であ った.









































































































































































ml,単発 群52.22±26,97(sD)μg/mlおよ び 再 発
群62.13±40.39(SD)μg/mlであ り,3群 間 に 有
意 の差 を 認 め なか った(Fig.5).
平 均 尿 中 カル シ ウ ム排 泄 量 は 対 照 群44・78±17,94
(SD)mg,単発 群41.59±18.70(SD)mgおよび再
発 群39.49±18.58(SD)mgであ り,3群 間 に有 意
の差 を 認 め なか った.ま た 平 均 尿 中 カ ル シ ウ ム濃 度 は
対 照 群13・38±4.04(sD)mg/dl,単発 群10.74±8.64
(sD)mg/d1および再 発 群8,90±6.70(sD)mg/dl
であ り,再 発 群 が対 照 群 に 比 べ 有 意 に 低 値 を 示 した
(P<0.Ol).
平 均 尿量 は対 照 群347.8±165。1(SD)ml,i発群
569.4±418.2(SD)mlおよ び再 発 群659,6±508.5
(SD)mgで あ り,再 発 群,単 発 群,対 照 群 の 順 に 多
く推 計学 的 に再 発 群 お よび単 発 群が 対 照 群 よ り有 意 に
高 値 を示 した(P<0.01)(rig.6),
3)負 荷 前 後 の尿 中 修 酸排 泄量 の比 較
負 荷前 後 で の単 位 時 間 当 りの巷 酸 排 泄 量 を増 加 率 で






































































































発 群16名中7名 お よび再 発 群17名中9名 で あ った.
4)尿 中 蔭 酸排 泄 量 と 尿 中 ク レ ア チ ニ ン量 の 比
(oxalate(mg)/creatinine(g))
負 荷 前 後 で 尿 中蔭 酸排 泄 量 と尿 中 ク レア チ ニ ン量 の
比 をみ た.
負荷 前 は対 照 群20.7±4.1(SD),単発 群25.4±
6.9(SD)お よ び再 発群26・7±7.1(SD)であ り・
再 発群 が対 照 群 よ り有 意 に 高値 を示 した(P<0。Ol)
(Fig.8).
負 荷 後 は対 照 群42.5±10,2(SD),単発 群66.4±
12.5(SD)および再 発 群73.9±12・5(SD)であ り・
対 照 群 に 比 し単 発 群 お よび再 発群 に て有 意 に 高値 を 示
した(P〈0.01)(Fig.9)。
5)尿 中蔭 酸 排 泄 量 と カル シ ウム排 泄 量 の関 係
負 荷 後 の 尿 中 蔭酸 排 泄 量 と カル シ ウム排 泄 量 の関 係
をFig.10に示 した が,対 照 群 お よび単 発 群 と再 発 群









3.61(SD)倍お よび再 発 群5.25±2.81(SD)倍で
あ り,推 計 学 的 に 対 照 群 よ り再 発 群が 有 意 に 高 値 を示
した(P<0.01)(Fig.7).同様 に 正 常 域 を 対 照 群 の
























ナ トリウム1日130mgの投与 では尿中f酸 排泄量
は不変であり,1日400mgに増量す る と高値を と
るが健常群と結石群で尿中f酸 排泄量に差はなかった










































































































































ア.チ ョコレー トなど,乳製品は牛乳,チ ーズ,ヨ ー














負荷後尿を6時 間で観察 したのは,ホ ウレン草負荷



















この負荷試験 にて対 照群 のmean±2SDを正常














































































れず尿中カルシウム排泄量をみ なが らの カルシウム
制限がすすめられている.食物中の蔭酸含有量が次第


















115mg)を施行し,負 荷前2時 間お よび負荷後6時
間の尿中蔭酸量,カ ルシウム量および尿量を測定し,
穆酸吸収能力 か らみ た結石再発riskの検討 を行っ
た.
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4)有 馬 公 伸:蔭 酸 カ ル シ ウ ム結 石 患 者 に お け る 尿 中

































12)戎 野 庄 一 ・安 川 修 。宮 崎 善 久 ・大 川 順 正:尿 路
結 石 症 に お け る 蔭 酸 負 荷 テ ス トの 検 討.日 泌 尿 会
誌74:zozs,1983
13)岡 田 裕 作 ・吉 田 修 ・竹 内 秀 雄i:蔭 酸 カ ル シ ウ ム
結 石 患 老 の 尿 中 蔭 酸 排 泄 量 及 び 蔭 酸 ナ ト リ ウ ム 負













































24)植 田 秀 雄=上 部 尿 路 結 石 症 に お け る 尿 中 修 酸 排IL
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